
平成17年度

医局研究業績（学会・医局）
月日 学会名 演題名 発表者名

4.15
第91回日本消
化器病学会総
会

術前TS-1+CDDPによるStage Ⅳ
胃癌の予後改善

山下直行、加藤俊二１、木山輝郎１、櫻澤信
行、田尻孝１
(1:日本医大)

4.24

平成17年度日
本産科婦人科
学会福島地方
部会春季学術
集会

子宮がん検診の隔年化で懸念され
る問題点

森村豊、伊藤真理子、高橋一弘、菅野薫、富田
健、山田秀和、佐藤章

5.7 第77回日本胃
癌学会総会

StageⅣ胃癌に対するTS-
1+CDDPによるNeoadjuvant
Chemotherapyの成績と適応

山下直行、櫻澤信行、加藤俊二１、木山輝郎
１、水谷崇１、奥田武志１、藤田逸郎１、池田
研吾１、宮下正夫１、湖山信篤、吉田初雄、田
尻孝１
(1:日本医大)

5.17
Digestive
Disease
WeekR 2005

A Novel Device:The Colon-Air-
Discharge- Tube,Is Easier,Safer
and Lesser Discomfort to the
Patients During Total Colonoscopy

N.Sakurazawa K.Nobuatsu, N.Yamashita,
M.Watanabe, K.Maezawa, Y.Hosono,
H.Watanabe, H.Kato, Y.Saito, H.Iwanami,
T.Tajiri

5.21
第１回福島県
内視鏡セミ
ナー

ＶＴＲシンポジウム「絵で見るイ
ンフェクションコントロール」コ
メンテーター

齋藤行世

5.22
第56回日本東
洋医学会学術
総会

緩和ケアの心身医療における東洋
医学的アプローチ 渡邉睦弥

5.27
第46回日本臨
床細胞学会総
会

子宮がん集団検診の要精検者の追
跡調査と問題点

森村豊、千葉聖子１、伊藤真理子１、高橋一弘
１、冨田健１、菅野薫１、藤森敬也２、山田秀
和２、佐藤章２
(1:福島県保健衛生協会、2:福島医大）

5.27
第46回日本臨
床細胞学会総
会

卵巣原発のPrimitive
neuroectodermal tumor(PNET)の
１例

添田周１、高山智子１、佐藤智子１、渡辺尚文
１、西山浩１、小野次子１、森村豊、藤森敬也
１、山田秀和１、佐藤章１
(1:福島医大）

5.28
第46回日本臨
床細胞学会総
会

集検喀痰細胞診で発見された上気
道癌の細胞像について

神尾淳子１、二瓶憲俊１、安達則子１、高橋一
弘１、冨田健２、石田卓３、森村豊、森谷浩史
４、村岡英夫１
(1:福島県保健衛生協会、2:冨田クリニッ
ク、3:福島医大4:大原綜合病院）

6. 2
第22回日本呼
吸器外科学会
総会

診断と手術適応(1)：座長 岩波洋

7.20
第60回日本消
化器外科学会
定期学術総会

噴門側胃切除における迷走神経温
存残胃前壁漿膜筋層縦切開噴門形
成術の評価

山下直行、木山輝郎１、加藤俊二１、櫻澤信
行、水谷崇１、奥田武志１、藤田逸郎１、池田
研吾１、宮下正夫１、田尻孝１
(1:日本医大)

8.27
第14回福島県
がん治療研究
会

高度リンパ節転移を伴う大腿部扁
平上皮癌に化学放射線療法および
手術療法が有効であった一例

岸本昌浩、中山浩一、中村泉、赤沼弘勝、佐藤
久志1
(1:福島医大)

9. 3
第28回福島・
宮城乳腺疾患
研究会

主題Ⅰ（外来）化学療法－となり
の病院ではどのようにしている
の？座長

中山浩一

9.10 第150回東北
外科集談会

腹腔鏡下に切除した肝外発育血管
腫の１例

中村泉、遠藤良幸１、岡山洋和１、岸本昌浩、
中山浩一、土屋敦雄１、竹之下誠一２
(1:寿泉堂病院、2:福島医大)

9.10
第76回日本胸
部外科学会東
北地方会

同一肺葉内同時多発肺癌の一切除
例

井上達哉、岩波洋、宮永晃彦、安藤真弘、和知
栄子、加藤治文１、坪井栄孝
(1:東京医大)

9.10
第16回国際
レーザー医学
会

Ｄifferent mechanism of action
between Ｐhotofrin- ＰＤt and
Ｎpe6-ＰＤt based on basic data
using mouse model

井上達哉

9.16 第64回日本癌
学会学術総会

胃癌手術における迷走神経温存の
残胃環境対する効果

山下直行、櫻澤信行、加藤俊二１、木山輝郎
１、水谷崇１、奥田武志１、藤田逸郎１、池田
研吾１、宮下正夫１、田尻孝１
(1:日本医大)

10. 7 DDW-
Japan2005

迷走神経温存胃切除の胃残環境の
内視鏡的評価

山下直行、湖山信篤、櫻澤信行、吉田初雄、加
藤俊二１、木山輝郎１、水谷崇１、奥田武志
１、藤田逸郎１、池田研吾１、 宮下正夫１、田
尻孝１
(1:日本医大)



10. 7 DDW-
Japan2005

初心者による大腸内視鏡検査の工
夫新規考案大腸内視鏡検査用脱気
チューブ併用の検討

櫻澤信行、齋藤行世、田尻孝１
(1:日本医大)

10.14
第16回日本消
化器癌発生学
会総会

胃癌手術における迷走神経温存の
残胃環境に対する効果

山下直行、櫻澤信行、加藤俊二１、木山輝郎
１、水谷崇１、奥田武志１、藤田逸郎１、池田
研吾１、宮下正夫１、湖山信篤、吉田初雄、田
尻孝１
(1:日本医大)

10.14
第16回日本消
化器癌発生学
会総会

噴門側胃切除後の残胃癌の３例

山下直行、野村務１、川本聖郎１、加藤俊二
１、木山輝郎１、水谷崇１、奥田武志１、藤田
逸郎１、池田研吾１、牧野浩司１、宮下正夫
１、田尻孝１
(1:日本医大)

10.16

平成17年度日
本産科婦人科
学会福島地方
部会秋季学術
集会

婦人科疾患と鑑別が困難であっ
たGastrointestinal stromal
tumor(GIST)の2例

森村豊、橋本歳洋、坂本且一、羽生忠義

10.25 第43回日本癌
治療学会

StageⅣ胃癌に対する術前化療の
意義

山下直行、櫻澤信行、加藤俊二１、木山輝郎
１、水谷崇１、奥田武志１、藤田逸郎１、池田
研吾１、宮下正夫１、湖山信篤、吉田初雄、安
藤真弘、田尻孝１
(1:日本医大)

11.10
第67回日本臨
床外科学会総
会

扁平上皮癌併存の印環細胞の再発
（縦郭、髄膜）に集学的治療を
行った胃癌の１例

山下直行、櫻澤信行、加藤俊二１、木山輝郎
１、水谷崇１奥田武志１、藤田逸郎１、池田研
吾１、宮下正夫１、湖山信篤、吉田初雄、田尻
孝１
(1:日本医大)

11.10
第67回日本臨
床外科学会総
会

幽門側胃切除、bi器械吻合の成績

山下直行、吉田初雄、湖山信篤、櫻澤信行、加
藤俊二１、木山輝郎１、水谷崇１、奥田武志
１、藤田逸郎１、池田研吾１、宮下正夫１、田
尻孝１
(1:日本医大)

11.10
第67回日本臨
床外科学会総
会

直腸の広範囲早期癌に対する内視
鏡的粘膜全週切開後、経肛門的切
除した一例

櫻澤信行、前澤勝美、岩波洋、田尻孝１
(1:日本医大)

11.11
第44回日本臨
床細胞学会秋
期大会

子宮がん集団検診の要精検者の長
期経過観察者における細胞像

佐藤美賀子１、千葉聖子１、鈴木御幸１、伊藤
眞理子１、高橋一弘１、森村豊、菅野薫１、冨
田健２、添田周３、佐藤章３
(1:福島県保健衛生協会、2:冨田クリニッ
ク、3:福島医大）

1.27
第21回福島県
臨床腫瘍病態
研究会

化学療法が著効を示した子宮肉腫
の2例 森村豊、橋本歳洋、坂本且一、羽生忠義

3. 2 The Barrett
Club Meeting 横隔膜ヘルニアの一切除例

櫻澤信行、山下直行、前澤勝美、岩波洋、牧野
浩司１、野村務１、宮下正夫１、田尻孝１
(1:日本医大)

3.10 第78回日本胃
癌学会総会

胃癌手術における迷走神経温存の
残胃環境に対する効果

山下直行、加藤俊二１、木山輝郎１、水谷崇
１、奥田武志１、藤田逸郎１、池田研吾１、櫻
澤信行、前澤勝美、湖山信篤２、吉田初雄３、
菅野仁士１、宮下正夫１、田尻孝１
(1:日本医大、2:北里研究
所メディカルセンター病院、3:今泉西病院)

3.11 第78回日本胃
癌学会総会

胃癌取扱い規約（第13版） に対す
る提案

山下直行、加藤俊二１、木山輝郎１、水谷崇
１、奥田武志１、藤田逸郎１、池田研吾１、櫻
澤信行、前澤勝美、湖山信篤２、吉田初雄３、
菅野仁士１、宮下正夫１、田尻孝１
(1:日本医大、2:北里研究所メディカルセンター
病院、3:今泉西病院)

3.30
第106回日本
外科学会定期
学術集会

噴門側胃切除における迷走神経温
存胃前壁漿膜筋層縦切開噴門形成
の手技と評価

山下直行、加藤俊二１、木山輝郎１、吉田初雄
３、前澤勝美、櫻澤信行、湖山信篤２、水谷崇
１、奥田武志１、藤田逸郎１、池田研吾１、宮
下正夫１、田尻孝１
(1:日本医大、2:北里研究所メディカルセンター
病院、3:今泉西病院)

論文
月日 雑誌名 題名 著者名

10.
1

私ががんになった
ら、この医者に行
く

がん治療最前線 内視鏡治療 海老原敏、齋藤行世

10.
1

臨床に直結する消
化管疾患治療のエ

Mallory-Weiss症候群に対する内視鏡的
止血術は必要？（クリップ止血などの効 上村直美、菅野健太郎編集、齋藤行世



ビデンス 果は？)18～20

福島医学雑
誌Vol.55No.3

子宮がん検診の隔年化で懸念される問題
点

森村豊、伊藤真理子１、高橋一弘１、菅
野薫１、冨田健２、山田秀和３、佐藤章
３
(1:福島県保健衛生協会、2:冨田クリニッ
ク、3:福島医大)

日本婦人科腫瘍学
会雑誌Vol.23No.4

小細胞癌を発生した成熟嚢胞性奇形腫の
１症例

渡辺尚文１、森村豊、矢澤浩之２、大関
健治１、添田周１、西山浩１、山田秀和
１、佐藤章１
(1:福島医大、2:福島赤十字病院)

(看護部)学会
月日 学会名 演題名 発表者名

8. 6 第21回福島県消化器内視鏡技師研
究会

内視鏡センタ－開設の経緯と現
況

橋本勝 石井和子、伊藤幸子、
田中久子、真壁美江子、佐藤
利枝子

9. 3 第28回福島・宮城乳腺疾患研究会 外来化学療法における乳癌患者
の看護と支援のあり方 名倉裕子、大槻秀子

11.20
第９回東北緩和医療研究会(総
会)青森大会および第18回青森緩和
医療研究会

終末期のセデ－ションが一週間
以上にわたった患者家族の気持
ちの分析

吉田隆子

(看護部)講演
月日 演題名 主催 対象者 開催地 担当

5.6 「家族看護学Ⅳ(ターミ
ナルケア論)」

福島県立
医科大学
看護学部

看護学生 福島市 清水千世

7.5 傾聴ボランティア実践講
座

桜の聖母
短期大学 大学生 福島市 清水千世

7.6 一日総合大学「臨死体験
授業」

宮城県利
府高等学
校

高校生 利府町 清水千世

7.16
第98回ホスピス研究会こ
れからの外来看護に期待
するものシンポジスト

ホスピス
研究会

看護職他
（400名) 東京都 大槻秀子

7.21 在宅におけるターミナル
ケアの実際

(社)福島
県看護協
会

看護師 郡山市 清水千世、冨田まち子、齋藤
くに子

8.8
「末期医療に求められる
スピリチュアルケアにつ
いて」

福島県教
育委員会

小・中・
高、初任者
教員(41名)

郡山市 清水千世

8.26 小論文特別講演会
福島県立
郡山東高
等学校

高校生 郡山市 清水千世

8.31
9/7.9/14

9.21,9.28
10.5,10.12
11.30,12.7

12.14,12.21
1.11

成人看護方法Ⅴ（終末期
の看護 ) 30時間(施設見
学研修テストを含む)

福島病院
附属看護
学校

看護学生 須賀川
市

石田正子、清水千世、富田ま
ち子、奥川孝子、市川久美
子、戸室真理子、齋藤くに
子、鈴木恵美子

9.4 心理的援助（第1回緩和
ケア研修会)

福島市医
師会

医師・看護
師・ケアマ
ネ・行政職

福島市 清水千世

9.14 ターミナルケア
福島県立
会津若松
看護専門
学院

看護学生 若松市 石田正子

10.6 緩和ケアの基本と看護師
の役割

白河厚生
総合病院 看護師 白河市 清水千世

10.8
「ホスピス病棟でのケア
の実際と在宅ホスピスケ
ア

石巻保健
福祉事務
所

看護師 石巻市 清水千世

11.5 利府高校PTA研修講演
宮城県利
府高等学
校父母教
師会

PTA父母、
教師 利府町 清水千世

11.22 「生きるとは－医療現場
相馬郡飯
舘村役場 中学生 相馬市 清水千世



からの生と命」 保健福祉
課

（88名)

12.19
「医療系進路を希望する
方へ」終末期ケアを通し
て学ぶもの

福島県立
安積高等
学校

高校生 郡山市 清水千世

2.11 心理的援助（第2回緩和
ケア研修会)

福島市医
師会

医師・看護
師・ケアマ
ネ・行政職
(40名)

福島市 清水千世

2.14 第5回大学模擬授業「看
護学」

宮城県仙
台東高等
学校

高校生 仙台市 清水千世

2.25 「ターミナルケアにおけ
る看護師の役割」

看護協会
安達支部 看護師 二本松

市 清水千世

3.6
第4回緩和ケア勉強会講
演ホスピス緩和ケアどう
理解しケアするか

公立岩瀬
病院

医師・薬剤
師・看護師

須賀川
市 清水千世

3.11 患者家族を支える在宅ホ
スピスケアシステム

石巻緩和
ケアセミ
ナー

医師・薬剤
師・看護師 石巻市 清水千世

(看護部)論文
月日 雑誌名及び出版社 題名 著者及び共同研究者

7.
がん看護３-４月号
VOL.11.NO.3.2006 南江
堂

今月の症例
終末期患者の希死念慮への対応 ～「もう眠りたい」と
訴える患者にどのように向き合い、支えるか～

清水千世、戸室真理
子、竹内康子

(放射線技術部)学会
月日 学会名 演題名 発表者名

11.20 第15回ACRT並びに第21回放射線技師総合
学術大会

マンモグラフィに於ける日常品質管理のデー
タベース化 渡辺清

(中央検査部)学会
月日 学会名 演題名 発表者名

7.2
第42回日本臨床細胞
学会東北支部連合会
学術集会

シンポジウム「子宮内膜
異型増殖症と高分化型類
内膜腺癌の鑑別」

根本浩、森村豊、和知栄子、羽生忠義、坪井栄孝

10.2
平成17年度日本臨床
細胞学会福島県支部
総会並びに学術大会

「高分化型子宮内膜腺癌
の細胞像」

根本浩、有我こずえ、原田仁稔、市川富美子、佐藤
陽子、横堀志保、 和知栄子、橋本歳洋、 森村豊、
坂本且一、羽生忠義、坪井栄孝

坪井永保理事学会発表
【学会発表】

1. Relationship between the multidimensional disease severity index BODE and the effects of long term pulmonary
rehabilitation in patients with COPD
Eiyasu Tsuboi, S. Sakamoto, M. Kawabata, K. Kishi, K. Narui, S. Homma, M. Kato*, K. Endo*, R. Inoue**, E. Iki**, K.
Yoshimura
Department of Respiratory Diseases, * Section of Clinical Physiology, and ** Department of Rehabilitation,Toranomon
Hospital, Tokyo, Japan
ATS 2005 International conference
2005.5.20-25、
San Diego, CA, U.S.A.

2. 運動療法を含むリハビリテーションを行ったCOPD症例のBODEindexに関する検討
○坪井永保、宮本 篤、高谷久史、坂本 晋、川畑雅照、岸 一馬、本間 栄、井上隆三、生亀愛弥子、遠藤和彦、加藤光
恵、野村秀樹、吉村邦彦
第95回臨床呼吸生理研究会
2005.11.19、東京

3. BODE indexを用いた COPD患者に対する呼吸リハビリテーションの効果と継続性に関する検討
○坪井永保、宮本 篤、高谷久史、坂本 晋、川畑雅照、岸 一馬、本間 栄、井上隆三、生亀愛弥子、遠藤和彦、加藤光
恵、野村秀樹、吉村邦彦
第45回日本呼吸器学会学術講演会
2005.4.14、千葉

4. COPD患者に対する運動療法の継続と急性増悪頻度に関する検討
○坪井永保、宮本 篤、高谷久史、坂本 晋、川畑雅照、岸 一馬、本間 栄、井上隆三、生亀愛弥子、遠藤和彦、加藤光
恵、野村秀樹、吉村邦彦
第45回日本呼吸器学会学術講演会
2005.4.14、千葉

5. 運動療法を含む呼吸リハビリテーションを行ったCOPD症例のBODEindexに関する検討
○坪井永保、宮本 篤、高谷久史、坂本 晋、川畑雅照、岸 一馬、本間 栄、井上隆三、生亀愛弥子、遠藤和彦、加藤光



恵、野村秀樹、吉村邦彦
第15回日本呼吸管理学会学術集会
2005.7.29-30、仙台

6. 在宅酸素施行患者の喫煙対策
○坪井永保
第15回日本呼吸管理学会学術集会イブニングシンポジウム
2005.7.29-30、仙台

【一般啓蒙・講義】
1. 慢性呼吸不全と栄養療法－包括的呼吸リハビリテーションの一環として－
○坪井永保
足立サンソ友の会
2005.4.26、東京

2. COPDの診断と治療
○坪井永保
COPD臨床医研究会名古屋カンファレンス第4回学術研究会
2005.7.9、名古屋

3. 慢性呼吸不全のリハビリテーションと禁煙管理
○坪井永保
足立サンソ友の会
2005.10.18、東京

4. COPDの病態・診断・治療
○坪井永保
白河呼吸器学術講演会
2006.2.10、白河

5. 人工呼吸療法総論
○坪井永保
SRアカデミージャパン慢性期人工呼吸ケアコース
2006年1月28日、東京

6. NPPV総論
○坪井永保
SRアカデミージャパン慢性期人工呼吸ケアコース
2006年1月28日、東京

【総説】
1. 特集：プライマリケア医が知っておくべきCOPDの病態・診断と治療

16.COPD Stage 0 の治療・予防インフルエンザワクチン療法
○坪井永保
Progress in Medicine25(4):1028-1031、2005

2. 呼吸リハビリテーション その臨床的有用性
○坪井永保
呼吸と循環 53(10):1069-1072、2005

3. 特集低酸素と生体「運動と低酸素血症」
○坪井永保
呼吸と循環 53(11):1151-1160、2005

【雑誌記事】
1. 呼吸器内科のくすり－慢性閉塞性肺疾患(COPD)のくすり－
○坪井永保
暮らしと健康
保健同人12:P32-33、2005

2. 呼吸リハビリテーションに欠かせない吸入療法－とくにネブライザーによる吸入指導－
○坪井永保
ネスコ情報誌 第5号、2005

◎以上、平成１７年度学会発表や論文発表を計９３回行った。


	www.tsuboi-hp.or.jp
	学術発表・研究実績-平成17年度 / 一般財団法人慈山会 医学研究所付属 坪井病院




